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歳
入
の
主
な
も
の 

◇
公
立
保
育
園
児
数
の
変
動
に
よ
る

減
額

◇
私
立
保
育
園
児
数
増
に
よ
る
国
庫

金
の
追
加

◇
粕
川
大
橋
耐
震
事
業
の
計
画
見
送

り
に
よ
る
補
助
金
の
減
額

 
歳
出
の
主
な
も
の 

◇
職
員
給
及
び
手
当
な
ど

１
、
８
６
２
万
円
の
減
額

◇
県
議
選
挙
の
手
当
、
需
要
費

４
３
９
万
円
の
減
額

◇
乳
幼
児
扶
助
対
象
者
増
に
よ
り

２
８
９
万
円
追
加

◇
私
立
保
育
園
児
の
増
に
よ
り

５
３
３
万
円
の
追
加

◇
粕
川
大
橋
補
強
の
計
画
見
送
り
に

よ
り
４
、
５
１
３
万
円
の
減
額

◇
池
田
明
神
線
４
８
０
万
円
減
額

◇
道
の
駅
整
備
で

１
、
９
７
０
万
円
追
加

◇
自
主
防
災
資
材
補
助
金

３
８
２
万
円
追
加

◇
中
央
公
民
館
の
音
響
改
修
で

６
４
８
万
円
減
額

１２月３日
▼

１２月１１日

１９年度補正予算案　　　１１件
１９年度土地改良徴収案　１件
条例改正案　　　　　　４件
規約変更　　　　　　　３件

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４第４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

◎いずれも賛成多数で可決・承認◎

一般会計補正予算の内容

歳入・歳出予算総額　６６億９,３５７万円

請願１件（最低保障年金制度創設意見書）　継続審議

補 正 額科 目
△５,０７５分担金及び負担金
７,５４２国 庫 支 出 金

△２３,４０１県 支 出 金
５４寄 附 金

△１０,０１５諸 収 入
△３０,８９５計

（単位：千円）
歳 入

補 正 額科 目
９３議 会 費

△９,０３１総 務 費
６,４７３民 生 費
△５,２９０衛 生 費
△４８,０３８農 林 水 産 業 費
１７,１４５土 木 費
４,９２６消 防 費
△５,１６７教 育 費
△９,１２９公 債 費
１７,１２３予 備 費
△３０,８９５計

（単位：千円）
歳 出
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一 般 質 問
　

年
間　

万
人
も
訪
れ
る

５８

県
下
屈
指
の
温
泉
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
を
目
指
す
べ

き
だ
。

　

南
の
２
万
㎡
の
町
有

地
を
こ
れ
か
ら　

年
か
け

１０

町
民
参
加
で
整
備
し
て
行

け
ば
、
す
ば
ら
し
い
温
泉

ゾ
ー
ン
が
で
き
る
。
道
の

駅
は
将
来
計
画
に
も
、
今

の
温
泉
客
に
も
駐
車
場
が

遠
く
な
り
邪
魔
に
な
る
。

 
町　

長 

　

一
か
所
に
し
て
建
て
た

ら　

億
は
か
か
る
。
難
し

１０
い
。

将
来
の
池
田
温
泉
に
つ
い
て

　

最
も
望
ま
し
い
姿
は

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に

　

不
要
不
急
の
物
産
セ
ン

タ
ー
主
体
の
道
の
駅
に
３

億
５
千
万
円
か
け
る
の
な

ら
下
水
道
に
回
し
て
ほ
し

い
。１
年
分
北
へ
進
む
。あ

る
い
は
八
幡
小
改
築
に
当

て
れ
ば
半
分
な
り
１
／
３

の
資
金
と
な
る
。

 
町　

長 

　

遊
休
農
地
で
農
産
物
を

作
っ
て
も
ら
い
農
業
の
活

性
化
を
図
る
。

　

本
館
・
新
館
・
道
の
駅

と
統
一
性
の
な
い
建
物
が

３
つ
で
き
道
の
駅
が
一
番

立
地
条
件
が
い
い
と
は
？

 
町　

長 

　

い
ろ
い
ろ
楽
し
ん
で
頂

け
る
。

　

下
水
道
を
利
用
で
き
る

最
初
の
地
区
は
平
成
９
年
、

最
後
は
平
成　

年
と
池
田

３８

町
は　

年
の
サ
ー
ビ
ス
の

３０

格
差
。
神
戸
町
は　

年
だ
。

１４

都
市
計
画
の
有
無
に
も
よ

る
。
や
む
を
得
な
い
。
こ

の
事
業
が
全
町
完
成
す
る

ま
で
優
先
順
位
一
番
に
。

余
分
な
事
、
無
駄
な
事
は

や
ら
な
い
強
い
決
意
で
お

願
い
す
る
。

 
町　

長 

　

北
の
方
は
ま
だ　

年
も

２０

待
つ
事
に
な
る
。
一
日
で

も
早
く
進
め
る
。

　

他
市
町
は
ほ
と
ん
ど
従

量
制（
メ
ー
タ
ー
制
）。
料

金
も
３
年
毎
に
見
直
し
て

い
る
。
当
町
も
。

 
町　

長 

　

十
分
研
究
す
る
。

　

将
来
は
維
持
管
理
費
は

利
用
料
で
賄
う
べ
き
だ
が

今
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

１
軒
当
た
り
年
間

　
　
　
　
（　

年
度
決
算
）

１８

農
集
維
持
費　

・
６
万
円

１２

　

利
用
料　

６
・
７
万
円

公
共
下
水
費
９
・
３
万
円

　

利
用
料　

４
・
７
万
円

　下水道事業の情報公開を
すべて出して行く

窪田弘子 議員

堂ヶ谷

城ヶ谷

クリーンセンター
将来移転の予定

井振谷

岐関線

金地谷

（仮）梅谷トンネル

至大垣

山

山

山

N

▲

町
の
予
定

　

将
来
は
新
館
と
本
館
を
空
中

廊
下
で
つ
な
ぐ
。
お
客
様
に
散

策
等
、
時
間
を
か
け
楽
し
ん
で

も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

▲

私
の
提
案

　

今
温
泉
の
建
っ
て
い
る
所
は
、

す
べ
て
借
地
。
将
来
は
、
感
謝

し
て
地
主
に
お
返
し
す
る
。　
１０

年
お
金
を
た
め
て
立
地
条
件
の

格
段
に
い
い
町
有
地
に
１
つ
建

て
る
。

池田温泉

池田温泉本館

池田温泉新館

道の駅

▲池田温泉近辺の道と谷
■町有地（土地開発公社のも含む）
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一 般 質 問

　

池
田
温
泉
と
共
合
し
た

形
で
道
の
駅
を
建
設
す
る

こ
と
は
町
の
活
性
化
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ぜ

ひ
必
要
だ
。
そ
の
建
設
資

金
に
町
民
が
多
く
参
加
出

来
る
よ
う
資
金
を
募
集
し

て
利
息
を
還
元
す
る
等
町

民
の
作
っ
た
「
道
の
駅
」

の
認
識
に
よ
っ
て
積
極
的

に
建
設
を
促
進
す
べ
き
で

な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

国
道　

号
線
か
ら
温
泉

４１７

に
通
じ
る
道
路
沿
い
に
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
、
多
く
の

看
板
が
立
ち
だ
し
、
岐
阜

方
面
へ
の
景
観
や
夜
景
が

見
づ
ら
く
な
っ
た
。
池
田

温
泉
の
評
価
も
下
り
か
ね

な
い
。
県
条
例
の
美
観
風

致
地
域
の
指
定
と
合
わ
せ

て
、「
町
条
例
」
を
作
り
看

板
規
制
す
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

主
要
地
方
道　

号
線
の

５３

平
野
庄
橋
か
ら
の
、
４
車

線
化
と
合
わ
せ
て
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
す
る
状
況
に
あ

る
の
で
当
然
看
板
も
ふ
え

る
と
予
想
さ
れ
る
。
景
観

上
の
問
題
と
し
て
規
制
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
地

元
・
商
工
会
・
自
治
会
と

十
分
協
議
を
し
て
地
域
を

指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

県
と
十
分
協
議
し
て
進
め

た
い
。

竹中芳弘 議員

町民参加型の公募公債で
　道の駅建設を積極的に！

財政状況を見ながら、県指導の
もと慎重に考えたい

岐
阜
・
関
ヶ
原
線
の

　

屋
外
広
告
物
規
制
を

知
事
の
認
可
が
必
要
な
の
で
、

今
後
の
動
向
を
見
て
十
分
検
討
す
る

 
町　

長 

　

池
田
温
泉
を
中
心
と
し

て
第
４
次
総
合
計
画
の
後

期
分
に
あ
げ
て
お
り
、
他

町
と
の
交
流
を
図
り
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。
町
債
の
発
行

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

町
財
政
状
況
と
県
の
指
導

を
得
て
、
十
分
研
究
し
て

い
き
た
い
。

「奥びわ湖水の駅」いっぱいの地元農産物

温泉付近いっぱいの看板
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一 般 質 問

　

町
営
住
宅
の
取
り
壊
し

が
進
ん
で
い
る
。
空
地
を

地
域
の
防
災
拠
点
や
児
童

公
園
と
し
て
残
す
事
は
出

来
な
い
か
。

遠藤和雄 議員

　

町
営
住
宅
の
跡
地
を
有
効
活
用
せ
よ

　家庭教育の充実を

 
町　

長 

　

空
地
が
出
来
た
部
分
に

つ
い
て
防
災
上
、
地
域
の

身
近
な
公
園
と
し
て
有
効

活
用
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

遊
具
は
い
ら
な
い
、
安
心

し
て
遊
ば
せ
る
場
所
が
欲

し
い
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
出
て
い
る
。

　

地
域
の
公
園
と
し
て
、

　

㎡
位
を
確
保
し
て
、
地

３００元
管
理
で
進
め
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
。
今
後
、

跡
地
利
用
検
討
会
な
ど
を

作
り
、
地
域
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
事
も
出
来
る

の
で
は
な
い
か
。

　

い
じ
め
の
問
題
を
含
め

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
青
少
年

の
犯
罪
等
の
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
こ
ん
で
く
る
。

　

文
部
科
学
省
国
立
研
究

所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

日
本
の
教
育
に
つ
い
て
、

二
人
に
一
人
が
悪
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
又
、
家
庭
教
育

力
の
低
下　

・
４
％
、
社

５２

会
モ
ラ
ル
の
低
下　

・
７

３５

％
と
い
う
結
果
も
出
て
い

る
。「
知
徳
体
」と
言
う
が
、

徳
育
は
、
基
本
的
な
事
は

す
べ
て
家
庭
教
育
に
責
任

が
あ
る
。
今
、
家
庭
教
育

の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
、

取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 
教
育
長 

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

は
、「
い
じ
め
撲
滅
宣
言

づ
く
り
」
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
又
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
と
の
連
携
を
密

に
し
て
道
徳
教
育
を
進
め

て
い
る
。

　

子
ど
も
達
の
教
育
に
関

し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
に

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
指

導
を
し
、
ほ
ほ
え
み
と
感

動
の
あ
る
学
校
教
育
に
取

り
組
み
、
家
庭
教
育
の
充

実
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し

て
い
る
。

町営住宅跡地

一人の母親は、百人の教師に勝る
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一 般 質 問

　池田町への進入口の整備を

近岡　斌 議員

　

池
田
町
へ
の
南
入
口
市

橋
区
内
国
道　

号
線
西
側

４１７

の
植
栽
は
枝
が
張
り
信
号

が
見
に
く
い
の
で
、
剪
定

し
て
ほ
し
い
。

　

東
入
口
、
関
ヶ
原
線
、

上
八
幡
地
内
に
入
る
と
、

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
が　

本
２２

の
内
、　

本
が
無
理
に
横

１２

断
す
る
車
等
に
よ
り
壊
れ

て
い
る
。
カ
ー
ブ
で
あ
り

事
故
が
心
配
さ
れ
る
の
で

早
急
に
補
修
を
願
い
た
い
。

又　

号
線
と
関
ヶ
原
線
の

４１７

交
差
点
は
い
つ
も
草
が
生

い
茂
っ
て
い
る
。
植
栽
も

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

年
に
何
回
位
手
入
れ
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

町
内
に
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
造
園
業

者
が
あ
る
の
で
植
栽
の
監

理
等
町
内
分
は
町
内
の
人

で
対
処
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

 
町　

長 

　

国
道
、
県
道
は
揖
斐
土

木
事
務
所
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
定
期

的
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
お

り
ま
す
が
、
花
壇
に
つ
い

て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お

願
い
し
た
い
。

　

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
入
替

は
早
急
に
対
応
し
て
も
ら

い
ま
す
。

　

三
町
大
橋
の
ト
イ
レ
が

汚
れ
て
い
た
。
又
、
男
子

用
の
小
便
器
が
な
い
。
取

り
付
け
は
、
無
理
な
の

か
？

　

庁
舎
入
口
の
環
境
方
針

の
ボ
ー
ド
が
回
り
込
ま
な

い
と
見
え
な
い
。
何
と
か

な
ら
な
い
か
。

 
町　

長 

　

男
子
用
の
小
便
器
は
早

急
に
取
り
付
け
る
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方

神戸町との境（センターポール）

三町ふれあい広場

に
定
期
的
に
ト
イ
レ
掃
除

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ま
わ
り
の
草
な
ど
の
清

掃
は
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

等
に
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

　

環
境
方
針
の
ボ
ー
ド
の

位
置
は
現
在
検
討
し
て
い

る
。
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一 般 質 問

算
の
企
業
会
計
へ
移
行
す

る
。
一
定
の
水
準
を
超
え

て
悪
化
す
る
と
地
方
債
の

発
行
の
制
限
や
財
政
再
建

団
体
と
な
る
。
今
年
の
決

算
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
も

の
を
示
し
た
い
。

　

４
億
２
７
０
０
万
円
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
研
究
・

分
析
し
て
説
明
し
た
い
。

　

町
の
情
報
は
納
税
者
で

あ
る
町
民
の
情
報
で
あ
る

と
い
う
原
点
か
ら
す
れ
ば

大
き
な
事
業
や
計
画
は
事

前
に
町
民
に
公
開
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
池
田

温
泉
・
道
の
駅
の
事
業
は
、

賛
否
以
前
に
、
多
く
の
住

民
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
広
報
や
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
構
想（
計
画
）

を
知
ら
せ
、
意
見
を
も

ら
っ
て
合
意
形
成
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

昨
年　

月
か
ら
各
地
区

１１

で
顔
を
見
な
が
ら
財
政
状

況
や
事
業
の
話
を
し
て
い

る
。（　

月
末
で　

地
区

１２

１２

終
了
）

　

昨
年
６
月
「
自
治
体
財

政
健
全
化
法
」
が
制
定
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
家
計

簿
の
よ
う
な
単
式
簿
記
か

ら
企
業
方
式
の
複
式
簿
記

へ
変
わ
る
。
広
報
で
は

も
っ
と
町
民
に
わ
か
り
や

す
い
方
法
を
お
願
い
し
た

い
。
広
報
に
あ
っ
た
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
の
「
昨
年

よ
り
４
億
２
７
０
０
万
円

多
い
行
政
コ
ス
ト
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
言
う

不
足
を
表
す
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
の
は
、
赤
字
な

の
か
、
中
身
の
説
明
を
。

 
町　

長 

　

夕
張
市
の
破
綻
も
あ
り
、

す
べ
て
の
会
計
を
一
つ
に

し
て
比
率
を
見
る
連
結
決

６,２８２,３２１行政コスト計  ａ
　【収入項目】

４６０,３８５１．使用料・手数料等 ｂ
７.３％　　　　　　　　　　ｂ/ａ

４５９,６８１２．国庫（県）支出金 ｃ
７.３％　　　　　　　　　　ｃ/ａ

４,６８５,８７１３．一般財源  ｄ
７４.６％　　　　　　　　　　ｄ/ａ

５,６０５,９３７収入計（ｂ＋ｃ＋ｄ）
２４９,４７３４．正味資産国庫（県）支出金償却額 ｆ

１９,８６９,５９４５．期首一般財源等
△４２６,９１１収支差引（ｅ−ａ＋ｆ）
１９,４４２,６８３６．期末一般財源等

四つの財政指標の対象となる会計の範囲

一般会計

特別会計

一部事務組合・
広域連合

地方公社・第三
セクターなど

地
方
自
治
体

普通会計

公営事業
会計

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

上下水道・
病院など

道の駅の模型（池田温泉新館ロビー）

変わる公会計制度を
　住民にわかりやすく！

町
の
事
業
に
つ
い
て

　

町
民
と
の
合
意
形
成
を
！

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

が
必
要
だ
。
情
報
が
一
部

に
偏
ら
ず
公
平
に
行
き
届

く
仕
組
み
を
確
立
す
る
た

め
に
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
ま
た
は
「
自
治
基

本
条
例
」
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 
町　

長 

　

条
例
は
時
代
の
流
れ
だ
。

住
民
・
議
会
・
執
行
者
の

責
務
を
明
文
化
す
る
必
要

を
感
じ
て
い
る
。

まちづくり（自治）
　基本条例の制定を！

倉地幸子 議員
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一 般 質 問

野網義一 議員　

　

少
子
化
対
策
と
し
て
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
に
よ

る
通
院
の
無
料
化
も
中
学

校
卒
業
ま
で
（
県
内
で
は

大
野
町
や
安
八
町
、
輪
之

内
町
な
ど
６
つ
の
自
治
体

で
実
施
）
の
拡
充
と
、
安

心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う

妊
婦
検
診
の
無
料
化
を
要

求
。

 
町　

長 

　

中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

化
す
る
と
年
間
２
、
４
０

０
万
円
必
要
。
財
政
的
に

厳
し
い
が
、
周
辺
自
治
体

や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。
中
学
生
の

入
院
費
用
に
つ
い
て
は
窓

口
無
料
化
す
る
。
妊
婦
検

診
の
無
料
化
は
検
討
し
て

い
る
。

中学生の通院医療費
　妊婦検診の無料化を！

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
だ

７５
け
を
対
象
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
平
成　

年
４

２０

月
よ
り
実
施
さ
れ
る
が
、

保
険
料
が
払
え
な
い
人
か

ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
た

り
、
必
要
な
医
療
に
制
限

を
加
え
る
な
ど
大
変
問
題

が
あ
る
。
改
善
を
求
め
る
。

 
町　

長 

　

池
田
町
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
が
い
ろ
い

ろ
な
諸
問
題
が
あ
る
の
も

事
実
。
町
村
会
を
通
じ
国

へ
要
望
し
た
い
。

◎
そ
の
他
企
業
誘
致
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　

曇
ら
な
い
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
平
成　

年　

年
に

１６

１７

試
験
的
に
設
置
し
て
も

ら
っ
た
が
現
在
も
効
果
が

薄
れ
る
こ
と
な
く
有
効
性

が
実
証
さ
れ
た
。
増
設
さ

れ
た
い
。

 
町　

長 

　

大
変
効
果
は
出
て
い
る

が
通
常
の
も
の
に
比
べ
３

割
ほ
ど
高
い
の
で
、
交
通

安
全
上
必
要
度
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
順
次
設
置
し
て

ゆ
き
た
い
。

　

平
成　

年
に
岐
阜
清
流

２４

国
体
が
決
定
し
、
池
田
町

の
総
合
体
育
館
で
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
行
わ
れ
る
。

試
合
会
場
の
総
合
体
育
館

は
も
ち
ろ
ん
練
習
会
場
と

な
る
町
内
各
学
校
の
体
育

館
の
整
備
や　

人
近
い
監

５００

督
や
選
手
の
民
泊
も
大
き

な
問
題
と
な
る
。
国
体
を

一
過
性
の
行
事
に
す
る
な
。

 
町　

長 

　

来
年
職
員
を
１
名
配
置

し
て
準
備
に
入
る
。
競
技

施
設
の
整
備
、
競
技
の
運

営
計
画
、
宿
泊
・
輸
送
計

画
等
は
関
係
者
と
協
議
に

入
っ
て
い
る
。
競
技
力
・

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
池

田
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

絶
好
の
機
会
と
し
た
い
。

　
供
清
流
国
体
僑の
準
備
を

問題多い
　後期高齢者医療制度

左は曇り防止　右は通常のミラー
（願成寺地内）

曇
り
止
め
カ
ー
ブ

　

ミ
ラ
ー
の
増
設
を
！
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①
条
例
改
正
の
説
明

　
　

池
田
町
の
例
規
集
（
町
運

営
の
基
本
法
＝
条
例
を
書
い

た
本
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
住
民
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
、
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い

る
。
今
ま
で
の
縦
書
き
も
横

書
き
に
改
め
る
。

Ｑ　

い
つ
か
ら
そ
う
な
る
の
か
。

Ａ　

３
月
ま
で
に
デ
ー
タ
化
し
、

４
月
か
ら
住
民
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ　

費
用
は
ど
の
位
か
か
る
か
。

Ａ　

当
初
予
算
の　

万
円
で
行

３５７

う
。

Ｑ　

他
町
村
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
。

Ａ　

市
は
す
で
に
や
っ
て
い
る

が
、
町
村
で
は
ま
だ
数
ヶ
所

だ
。

Ｑ　

植
林
の
箇
所
な
ど
現
実
に

行
わ
れ
て
い
な
い
条
例
・
規

則
・
要
綱
も
あ
る
が
。

Ａ　

こ
の
際
、
合
理
的
な
例
規

集
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

 
要
望 　

目
次
を
つ
け
た
り
、

字
を
大
き
く
し
た
り
、
一
般

町
民
に
も
分
か
り
易
い
も
の

に
さ
れ
た
い
。

Ｑ　

議
員
研
修
に
訪
れ
た
飯
田

市
は
立
派
な
住
民
自
治
基
本

条
例
が
で
き
て
い
た
。
住
民

と
の
協
働
が
不
可
決
と
な
っ

た
現
在
、
当
町
も
制
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

住
民
・
議
会
・
執
行
者
の

分
担
を
明
記
し
た
も
の
が
基

本
条
例
。
飯
田
市
で
も
４
年

が
か
り
だ
っ
た
。
当
町
も
議

会
と
協
議
し
、
で
き
る
だ
け

早
く
作
る
べ
き
と
思
う
。

②
補
正
予
算

Ｑ　

白
鳥
の
土
地
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
の
応
募
状
況
は
。

Ａ　

応
募
は
１
件
で
最
低
価
格

　

万
円
で
落
札
さ
れ
た
。

４００
Ｑ　

工
業
統
計
費
が
減
だ
が

Ａ　
　

件
の
事
業
所
が
対
象
で
、

１０７
調
査
員
が　

名
か
ら
７
名
に

１０

な
っ
た
。

Ｑ　

地
区
公
園
の
遊
具
に
つ
い

て
の
増
額
の
内
容
は
。

Ａ　

近
隣
自
治
体
で
の
事
故
を

受
け
、
約　

の
区
が
ペ
ン
キ

３０

塗
り
、
撤
去
・
補
強
な
ど
何

ら
か
の
施
工
を
考
え
て
い
る
。

　
　

各
区
の
遊
具
を
点
検
し
た

結
果
の
一
覧
表
を
出
し
ま
す
。

Ｑ　

自
主
防
災
整
備
補
助
金
の

概
要
は
。

Ａ　

防
災
倉
庫
は　

月
末
ま
で

１２

に
、
各
区
に
１
基
、
計　

基
４６

設
置
、
防
災
資
材
は
購
入
費

の
３
分
の
２
、
上
限　

万
円

２０

を
補
助
す
る
。

 
要
望 　

町
報
で
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
公
表
さ
れ
た
が
、

か
ん
じ
ん
な
所
を
分
か
り
易

く
出
さ
れ
た
い
。

付託案件
◎
条
例
の
改
正

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

１９

の
認
定

総　

務　

委　

員　

会

総　

務　

委　

員　

会

主
な
審
査
の
内
容

現在の例規集（町運営の基本法＝条例を書いた本）
厚さ１３cm　重さ３kgあまり
字が細かく、使い勝手がよくない

今度は横書きになる
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Ｑ　

健
康
展
で
は
各
地
の
活
発

な
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、

今
後
、
高
齢
者
の
健
康
増
進

対
策
と
し
て
軽
い
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

今
ま
で
は
食
事
や
健
康
の

話
が
多
か
っ
た
が
、
一
部
で

は
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
る

の
で
来
年
度
か
ら
は
重
点
的

に
考
え
た
い
。

Ｑ　

中
央
公
民
館
で
の
催
し
の

際
に
非
常
口
の
扱
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

必
ず
南
北
と
も
に
開
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

指
導
要
領
の
改
訂
が
さ
れ

て
、
小
学
校
の
授
業
時
間
数

が　

時
間
、
中
学
校
で　

時

２７８

１０５

間
増
え
、
総
合
学
習
が
減
る
。

学
校
現
場
の
支
援
体
制
は
大

丈
夫
か
。

Ａ　

総
合
学
習
の
時
間
が
国

語
・
社
会
・
理
科
・
体
育
へ

移
行
し
て
い
く
が
、
子
ど
も

た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
大

事
に
し
た
い
。
学
ぶ
意
欲
・

思
い
や
り
の
心
・
た
く
ま
し

い
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

人
格
形
成
を
図
り
た
い
。

Ｑ　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

が
出
た
が
子
ど
も
や
親
へ
は

ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の

か
。

Ａ　

各
学
校
の
校
長
の
責
任
に

お
い
て
、
個
人
懇
談
や
家
庭

へ
配
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
で
お
知
ら
せ
し
た
。

Ｑ　

八
幡
小
学
校
の
児
童
館
・

児
童
ク
ラ
ブ
が
建
設
中
で
あ

る
が
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
先
生

は
現
状
の
２
名
か
増
員
か
。

Ａ　

子
ど
も
の
定
員
は
約　

名
４０

を
考
え
て
い
る
の
で
先
生
も

児
童
館
２
名
・
児
童
ク
ラ
ブ

２
名
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

池
田
公
園
の
古
い
ト
イ
レ

は
使
用
で
き
な
い
。
物
置
に

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

中
の
便
槽
を
埋
め
て
倉
庫

に
し
た
い
。

Ｑ　

今
年
４
月
か
ら
始
ま
る
特

定
健
診
の
目
標
数
値
は　

年
２４

度
に　

％
、
保
健
指
導　

％
、

６５

４５

メ
タ
ボ
予
備
軍
の
減
少
率　
１０

％
で
あ
る
が
、
可
能
で
あ
る

の
か
。

Ａ　

５
年
後
に
は
ど
れ
か
目
標

を
達
成
し
な
い
と
補
助
金
を

カ
ッ
ト
さ
れ
る
。
受
診
率
を

あ
げ
た
い
が
本
人
の
意
識
が

第
一
で
あ
る
。
池
田
町
に
は

病
院
・
医
院
が
４
つ
し
か
な

い
の
で
、
今
年
度
か
ら
は
郡

内
な
ら
ど
こ
で
も
健
康
診
断

が
で
き
る
よ
う
に
体
制
づ
く

り
を
し
て
い
る
。
一
時
的
に

医
療
費
は
あ
が
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
長
い
目
で
見
て
町

民
の
健
康
管
理
を
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
結
核
検
診
で

も
個
人
へ
の
ハ
ガ
キ
・
広
報

車
・
有
線
と
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
お
知
ら
せ
す
る
が
、
受
診

率
が
上
が
ら
な
い
。
自
分
の

健
康
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
最
低
保
障
年
金
制
度
の
請
願

は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

付託案件
平
成　

年
度

１９

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

◎
最
低
保
障
年
金
制
度
創

設
の
意
見
書
を
国
に
提

出
を
求
め
る
請
願

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

受診率（％）受診者（人）対象者（人）

３０.３１,２８２４,２３５Ｈ１７

３３.５１,４４５４,３１７Ｈ１８

３４.１１,４６６４,３０２Ｈ１９

４０〜７４歳の国保加入者を対象とした基本健診受診率の推移

革      
５年後に６５％へ鎧

下東野地区のいきいきサロン
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Ｑ　

土
木
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
分
担
金
徴
収
に
つ
い
て

内
容
及
び
受
益
者
は
ど
れ
だ

け
か
。

Ａ　

市
橋
赤
坂
用
水
堰
の
塗
装

及
び
シ
リ
ン
ダ
ー
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
。
受
益
者
は
片

山
南
・
市
橋
地
区
の
東
川
両

岸
の
水
田
面
積
１
、
０
６
０

ア
ー
ル
の　

人
、
総
事
業
費

６５

は　

万
円
で
、
賦
課
徴
収
は

８２６

　

％
の　

万
円
。

４０

３３０

Ｑ　

道
の
駅
調
査
設
計
委
託
料

１
、
９
７
０
万
の
内
訳
は
。

Ａ　

道
の
駅
２
万
㎡
の
う
ち
町

は
１
４
、
６
６
０
㎡
造
成
、

土
質
調
査
２
箇
所
、
調
整
池
、

排
水
、
緑
地
の
実
施
設
計
と

各
種
協
議
書
類
の
作
成
。

（
今
回
は
建
築
物
の
設
計
は

含
ま
れ
て
い
な
い
）

　
　

残
り
は
県
が
北
側
と
西
側

の
道
路
の
取
り
付
け
道
路
分

と
駐
車
場
な
ど
５
、３
４
０
㎡

の
路
線
測
量
全
体
と
平
板
測

量
の
修
正
を
行
う
。

Ｑ　
（
仮
称
）梅
谷
ト
ン
ネ
ル
は

い
つ
開
通
す
る
の
か
。

Ａ　

平
成　

年
５
月
の
開
通
を

２２

め
ざ
し
て
い
る
。
遅
れ
て
い

る
梅
谷
側
も
新
年
度
に
は
着

工
さ
れ
る
。

 
要
望 　

温
泉
の
周
辺
も
含
め

て
点
と
し
て
の
道
の
駅
で
は

な
く
、
池
田
町
全
体
の
大
き

な
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た

い
。

Ｑ　

水
曜
日
休
み
の
池
田
温
泉

新
館
の
看
板
が
、
本
館
が
営

業
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
『
本
日
休
業
日
』
の
文
字

が
目
立
ち
、
温
泉
に
入
れ
な

い
と
勘
違
い
し
て
帰
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
本
館
は
営

業
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
看

板
に
す
べ
き
。

Ａ　

以
前
か
ら
わ
か
り
づ
ら
い

と
い
う
指
摘
を
受
け
て
い
た
。

本
館
は
営
業
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
早
速
改
善
す

る
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
垂
井
駅
と
養
老
鉄
道

池
野
駅
間
で
池
田
温
泉
や
霞

間
ヶ
渓
を
経
由
し
て
さ
わ
や

か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
た
。
今
回
霞
間
ヶ
渓
に
臨

時
足
湯
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
が

ど
れ
く
ら
い
利
用
さ
れ
た
か
。

Ａ　

全
体
で
１
５
３
０
人
参
加
、

池
田
温
泉
に
は　

人
、
足
湯

３００

は　

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

１３０
池
野
駅
で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら

養
老
鉄
道
の
利
用
促
進
や
町

の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　
 
管  
渠 
工
事
に
上
水
道
の
補

か
ん 
き
ょ

償
金
が
１
０
８
０
万
円
あ
る

が
、
水
道
の
切
り
回
し
関
係

か
。

Ａ　

３
つ
の
工
区
で
約　

ｍ
の

２５０

仮
給
水
工
事
を
行
う
も
の
。

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

付託案件
平
成　

年
度
補
正
予
算
関
係

１９

◎
一
般
会
計

◎
南
部
簡
易
水
道

◎
公
共
下
水
道

◎
水
道
事
業
会
計

主
な
審
査
の
内
容

この看板を見たら本館が営業しているとは思えない

さわやかウォーキング（１１／２３　霞間ヶ渓）
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飯田市

伊那市

塩尻市

飯田
市 全国で初めて議会が中心となって

制定した「自治基本条例」　　

Ｈ１９/１１/１２〜１１/１３     議員１５名
　　　　　　　　　　町長
　　　　　　　　　　職員１名
　　　　　　　　　　計１７名

 志野・織部」

レストランなど。
。
円、株式会社「土岐美
。
ポットとなる。

【自治の基本原則】　市民主体の原則　情報共有の原則　参加協働の原則

市民の権利
○まちづくりに参加する権利
○市政に参加し意見を述べる権利
○市が有する情報の公開を求める権利

・参画の機会提供
・パブリックコメント

・市政への参加
・意見表明
・住民投票

市民の意見を反映

地域協議会

審議・監視・評価

条例制定の目的
　政策決定や事業評価に住民の意思を反映
させ、事業実施に住民が参加できる住民自
治の基本理念を規定するため
経　過
　H１４から４年をかけてH１８年議会提案と
して提出・議決・その間２０地区で説明会

研
修
風
景

１．公正・誠実な市政運営
２．自治の基本原則に基づいて市の計画及

び政策の策定・実施・評価等を実施
３．説明責任（市民に分かりやすく説明する義務）

市　民

市議会・
市議会議員

１．市民の意思が的確に反映され
るように活動

２．行政を監視・評価し、適正な
市政運営を確保

３．情報公開、会議公開、説明責任
により、市民との情報の共有

自治基本条例のあらまし

自治会組織など

委員選出

市　長

ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
委
員
会

〔
住
民
の
組
織
〕

下水道事業について

飯田市の公共下水道の使用料金について
　使用料をすべて私費となるとあまりに高くなるため、３年ごとに料金改定し、従量
制を採用している。
（例）　一般用は８立方㍍まで1,100円（基本使用料）それ以上は１立方㍍につき１４８円。
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土岐市
池田町

塩尻
市

土岐
市

特定健康診断に向けて伊那
市

道の駅「小坂田公園」
民間委託
道の駅「陶匠の里

総事業費：総額33億4,900万円　
工事着工：昭和54年〜平成7年完成

遊びイッパイ
ゴーカート場・市民プール・
アスレチック・多目的広場など

課　　題
施設利用料は年間２千万円を超えるが、
維持管理費に苦労している。

年間利用者：７８万人
特徴：地場産業の美濃焼の直売・ 

交通の便よく利用者増加中 
　　・出資割合は土岐市が１千万 

濃焼卸センター」２千万円 
　　・どんぶり会館より人気のス 

・保健師・管理衛生士の配置体制を充実
・国保の健康診断の受診率をＨ２０年度は３５％までに上げる
・住民への周知
・保健指導のアウトソーシング（外部委託）はしない。

　伊那市の老人医療費は１人あたり……６５万３３９円（H18）
　
　長野県全体は……６８万７千円／人
　池田町は…………６７万円／人

４４位
８１市町村

〈対策〉

先進地に
学　　ぶ

国保受診者のうち
生活習慣病２５％

その生活習慣病のうち
高血圧疾患３５％

今年４月から、全国一斉に特定健康診断が始まります。
それに先駆けて独自の取り組みをして成果をあげています。
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Q　

権
限
移
譲
数
は
相
当
な
数
で
あ
る
が
、

財
政
支
援
は
あ
る
か
。

A　

交
付
要
綱
に
従
い
法
令
に
基
づ
く
共

通
経
費
と
処
理
件
数
で
算
出
。
法
令
に

基
づ
い
た
も
の
は
１
法
令
あ
た
り
３
万

円
で
手
数
料
等
を
差
引
い
た
額
。

Q　

職
員
を
増
員
し
て
は
意
味
が
な
い
。

現
在
の
職
員
で
処
理
出
来
る
か
。

A　

す
べ
て
の
項
目
を
受
け
る
わ
け
で
は

な
い
。
処
理
件
数
が
多
い
事
務
に
つ
い

て
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
人
件
費
の

負
担
及
び
人
員
派
遣
を
県
に
要
望
し
て

い
る
。

Q　

現
在
受
け
た
事
務
に
つ
い
て
職
員
の

負
担
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
ど
こ
の
課

が
多
い
か
。

A　

処
理
件
数
が
少
な
く
て
も
苦
情
対
応

や
説
明
等
の
事
務
量
が
ふ
え
た
。
健
康

福
祉
課
、
建
設
課
関
係
が
多
い
。

Q　

資
格
や
免
許
等
が
必
要
な
事
務
は
あ

る
か
。

A　

資
格
、
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る

事
務
も
あ
り
、
今
後
県
と
の
調
整
が
必

要
と
な
る
。

Q　

近
隣
の
町
と
は
ど
う
い
う
対
応
を
す

る
の
か
。

A　

担
当
課
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
受
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
住
民
に
身
近
な
事
務
は
住
民
に
最
も

身
近
な
市
町
村
が
処
理
す
る
事
が
望
ま
し

い
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
、
平
成　

年
度

１０

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
　

年
度
予
定
と
し
て
国
道　

号
線
を
西

２０

４１７

に
越
え
て
田
畑
地
内
、
池
野
境
ま
で
進
め
、

　

年
度
ま
で
に
は
霞
間
ヶ
渓
街
道
付
近
ま

２２で
の
予
定
。
随
時
北
の
方
に
進
め
て
ゆ
く
。

　

当
初
計
画
よ
り
１
年
以
上
進
ん
で
い
る
。

　

又
、
接
続
件
数
は　

月
現
在　

件
。
市

１１

９０６

橋
、
片
山
地
区
は　

・
５
％
の
接
続
率
で

７９

あ
る
。

Q　

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
は
ど
う
す

る
の
か
。

A　

池
田
町
と
し
て
下
水
道
料
金
を
今
後

３
年
毎
に
見
直
し
の
議
論
を
す
る
。
従

量
制
（
メ
ー
タ
ー
制
）
も
考
慮
し
て
、

住
民
参
加
の
中
で
十
分
話
し
合
い
を
し
、

理
解
を
求
め
て
進
め
て
い
く
。
家
屋
間

距
離
の
問
題
に
つ
い
て
は
来
年
の
流
域

別
計
画
の
中
で
十
分
検
討
す
る
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
に

つ
い
て
説
明

編

集

後

記

　

昨
年
四
月
の
議
会
構
成
で
、
私
ど
も
六

名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
、
今
号
が

最
後
の
編
集
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
ざ
し
、
ま
た
町
民
と
議
会
の
架

橋
に
な
る
よ
う
町
内
の
諸
問
題
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
、
記
事
に
写
真
を
多

く
取
り
入
れ
読
ん
で
戴
け
る
よ
う
工
夫
し

て
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
み
な
さ
ま
の
、
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
愛
読
さ
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
最
後
の
後
記

と
し
ま
す
。

編
集
委
員
長　
　

安　

田　

正　

治

副
委
員
長　
　

窪　

田　

弘　

子

委　
　
　

員　
　

野　

網　

義　

一

松　

岡　

雅　

子

倉　

地　

幸　

子

竹　

中　

芳　

弘

主
な
審
査
の
内
容

県から市町村への権限移譲の概要

池田町県　下

７０項目１５９項目第１次移譲以前に市町村へ委任していた事務

６０項目９３項目第１次移譲事務（平成１０年度〜）

６６項目２３０項目第２次移譲事務（平成１２年度〜）

３７１項目４３０項目第３次移譲事務（Ｈ１７先行分含む）

５６７項目９１２項目計

県内市町村における権限移譲（事務処理の特例）の状況の分析

（※Ｈ１９　都市計画法３７条関係改正に伴い１項目増となり９１２項目）

県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
趣
旨

平
成　

年
度
下
水
道
工
事
計
画
、

１９

進
捗
状
況
の
説
明

主
な
審
査
の
内
容

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

　

議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙
区
内
の

人
や
団
体
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
い
か

な
る
名
目
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
、

　

祭
り
、
運
動
会
、
各
種
会
合
な
ど
、
地
域
の
行

事
に
招
か
れ
た
議
員
は
、
飲
み
物
・
弁
当
の
接
待

等
を
受
け
た
お
礼
と
し
て
金
品
を
贈
っ
た
場
合
は
、

た
と
え
ど
ん
な
名
目
で
あ
っ
て
も
寄
附
を
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

議
員
は
地
域
の
行
事
等
に
出
席
し
た

場
合
に
金
品
を
贈
る
こ
と
を
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す


